
WISS2006

WISS2006について

垂水 浩幸∗

本論文集は，日本ソフトウェア科学会インタラク
ティブシステムとソフトウェア (ISS)研究会が主催
し，2006年 12月 6日 (水)から 8日 (金)にかけて，
ホテル紫苑 (岩手県盛岡市つなぎ温泉）で開催される
「第14回インタラクティブシステムとソフトウェアに
関するワークショップ」(Workshop on Interactive
Systems and Software: WISS2006)での発表をま
とめたものです．

WISSはその名の通りインタラクティブ（対話的）
なインタフェースとそれに関するシステム，ソフト
ウェアについて発表・討論を行うワークショップで
す．名前にソフトウェアが入っていますが，ハード
ウェアやネットワークに関することでも広くインタ
ラクティブなシステムで面白いものであれば取り上
げています．1993年に開始され，今年で 14回目を
迎えました．この間，全国各地を回りながら，毎年 2
泊 3日の泊り込み形式で開催してきました．参加者
数は増加の一途を辿り，最近では 150名を越えるよ
うになっています．一方で論文は査読により厳選し
ていますから，発表なしでも参加している人が多い
ということです．これはワークショップの質が長年
に渡って維持されてきており，発表を聞く価値が高
いことが周知の事実となっていることを意味してい
るでしょう．ここまでWISSを育て上げて来た方々
の努力に最大限の敬意を表します．
さて，今年のWISSには，フルペーパーとして 33

件の投稿があり，それぞれに対して 4名の査読者を
割り当てて査読を行い，プログラム委員会で検討い
たしました．その結果，20件の論文を採択し，提出
いただいた論文を本論文集に掲載しております．そ
のうち 2件はロング発表で 30分，その他の論文は
20分の発表時間を割り当てています．発表時間の長
短は論文の質とは直接的には無関係であり，発表に
時間を要する内容かどうかで判断しています．今年
はロング発表はできるだけ減らし，ショート発表を
基本にした上で，討論が長引いた場合には余裕を持
てるようなプログラム構成にいたしました．
また，昨今盛況になっているデモ・ポスター発表

の論文 23件が掲載されております．この他にも論文
なしの飛び入り発表も当日に出る可能性があります．
第 12回までは，論文集に論文 PDFおよびデモ

ビデオなどを収録した資料CD-ROMを添付してお
りましたが，ネットワークインフラの充実によりそ
の使命を終えたと判断し，昨年から添付しておりま
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せん．論文 PDFおよびデモビデオ等は，会期中は
会場に設置したサーバで，また後日，本研究会ホー
ムページで公開する予定です．

WISS のもう一つの特徴として，発表自体のイン
タラクティブ性を高めるのに様々な工夫がされてき
たことが挙げられます．発表中にチャットで議論す
ることを始めたのもこの会議が最初です．近年では
このような取り組みが WISS Challenge として公
募式になっており，発表を盛り上げるためのシステ
ムが当日実運用される予定となっています．これは
参加した人にしか体験できないものですので，現場
でお楽しみください．
来年のWISS2007は九州地方で行うべく，企画

中です．今までの良い伝統を引き継ぎつつ，必要な
改革も進めて行きたいと思います．最近プログラム
委員会で議論されていることとしては，CHI 等海
外の関連有名学会との立ち位置の違いの再検討，論
文投稿者の裾野の拡大などが挙げられます．これら
に関してご意見があればお寄せください．
最後に，論文を投稿いただいた皆様，査読者の

方々，WISS2006 プログラム委員／運営委員の皆
様，協賛学会関係者の方々に深く感謝いたします．
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